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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
汎用の光電子増倍管を用い、J-PARCにて実際に実験したところ超高速撮像時に1画像に含まれる中性子量が減ってしまい、意味のある画像を取得できませんでした。
そこで、新たに光電子増倍管を開発いたしました。下の概要図を用いてご説明いたします。

中性子は試料を透過し、コンバーターに入射します。コンバーターから波長450nmを持つ光が生成され、光電子増倍管内で一度電子に変換後、増幅され再び光に変換されリレーレンズを通し、高解像カメラで撮像されます。

従来の光電子増倍管はMCPと呼ばれる、こちらの部分だけでした。そこで本研究では新たに、ブースターと呼ばれる電子レンズを組み合わせ、増幅率をさらに200倍、トータルで4百万倍の増幅率を実現いたしました。また、使用した部材は全てコンバーターからの光の波長に合わせて選択しています。

以上の開発から撮像システムの高感度・高解像度を達成いたしました。
次のスライドで、この撮像システムを用い初めて共鳴領域において高解像度の2次元撮像に成功した結果をお見せいたします。
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